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添付マニニ 



本製品には、次のマニュアルが添付されています。 

本製品の各マニュアルをよくお読みになり、本製品を正しくお使いください。 


•はじめにお読みください（付属：紙マニュアル） 

安全にお使いいただくためのご注意や、添付品の内容、各部の名称と機能、サボートに関する情報 
などを説明しています。 

本製品をお使いになる前に必ずお読みになり、正しくお使いください。 

•クイック設定ガイド（付属：紙マニュアル） 

本製品のユーティリティーソフトのインストールについて説明しています。本製品の導入時にお読 
みください。 

•詳細設定ガイド(ユーティリティーディスク収録: PDF マニュアル•本書) 

セキュリティー設定など、本製品の詳細な機能説明や設定方法などを説明しています。 

•トラブル解決 Q & A (ユーティリティーディスク収録： PDF マニュアル） 

本製品のトラブルシューティングについて説明しています。必要に応じてご覧ください。 
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はじめに 


このたびは、 「 CG - WLCB 54 GL 」「 CG - WLPCI 54 GL 」 をお買い上げいただきまして誠にありがとうござ 
います。本書は本製品を正しくご利用いただくための手引きです。必要なときにいつでも参照していただ 
けるように、大切に保管してください。 

コレガ製品に関する最新情報（ファームウェアのバージョンアップ情報など）は、弊社のホームページで 
お知らせいたします。 


http://www.corega.co.jp/ 


本書の読み方 


本書で使用している記号や表記には、次のような意味があります。 

•記号について 



操作中に気を付けていただきたい内容です。必ずお読みください。 

_ 

補足事項や、参考となる情報を説明しています。 


•表記について 


本製品 

「 CG - WLC 巳 54 GL 」 または「 CG - WLPCI 54 GL 」 を J 旨します。 

「」-「」-「」 

「」で囲まれた項目を順番に選択することを示します。 


•イラスト、画面について 

本文中に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることがあります。 


•正式名称について 


本書で使用しているソフトゥェァ名の正式名称は以下のとおりです。 

• Windows ® の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® operating system です。 

• Windows ® XPI よ、 Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system および 
Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system の略です 0 

• Windows ® 2 〇〇〇 は、 Microsoft ® Windows ® 2000 Professional operating system の略です 0 

• Windows ® Me (よ、 Microsoft ® Windows ® Millennium Edition operating system の田各です。 

• Windows ® 98 SE は、 Microsoft ® Windows ® 98 Second Edition operating system の略です。 
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partI 


本製品の使い方について 

1 


接続方法を決めよ 


本製品は、 IEEE 802.1 lg 規格、 IEEE 802.11 b 規格に対応したワイヤレス（無線 LAN) 通信アダプター 
です。 IEEE802.1 lg 規格、 IEEE802.1 lb 規格に対応した無線ルーター、無線アクセスポイントと組 
み合わせることで、無線ネットワークを構築することができます。また、同じ規格の無線アダプター間の 
通信をすることもできます。以下の例を参考にして本製品とパソコンの接続方法を決めてください。 


r 



本製品は、各社の無線 LAN 機器との間で相互接続性を確保していますが、個別製品の接続可否については、お 
使いの機器の製造•，販売元にお問い合わせください。また、コレガのホームページでは、本製品との接続が確 
認された動作検証表を随時公開してゆきますので、あわせてご覧ください。 


■アクセスポイントを使ってインターネットに接続する 〜 Infrastructure 


「インターネット接続を複数台のパソコンで共有したい」「ケーブルなしでインターネットに接続したいと 
いった場合には、次の図のようにアクセスポイントを使ってインターネット接続をします。このときには 
「Infrastructure」 モードにします。また、既にケーブルを使ってネットワークが構築されている環境に、無 
線 LAN を追加するときなどもこのモードにします。工場出荷時の設定ではこのモードになっております。 



_ 1 アクセスポイントは、別途ご購入いただく必要があります。 

\_ J 
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■バソコン同士でファイルのやりとりをするだけなら〜 Ad-Hoc 


「離れた場所にあるパソコン同士でファイル交換ができればいい」という場合には、アクセスポイントは不 
要です。次のように無線 LAN アダプターを搭載したパソコン同士で直接通信をします。このときには 「 Ad - 
Hoc 」 モードにします。設定方法については、 PART 2 の「無線 LAN の設定をしよう」 「 Ad - Hoc モード 
で使うときは…」 （ P .14) をご覧ください。 



■無線 LAN のセキユリテイー対策について 


無線 LAN では電波を使って通信を行うため、電波が届く範囲であれば、通信内容を傍受されたり、不正侵 
入されたりする恐れがあります。このようなことがないように、次のようなセキュリティー機能を用意し 
ています。設定を行いたい場合は、 PART 2 の「無線 LAN の設定をしよう」「セキュリティー設定をしよ 
う」 （ P .16) をご覧ください。 

-通信グループ化をする 

ESSID を設定する 

• 通信内容を暗号化する 

WEP (暗号キー）を設定する 
WPA (高度な暗号キー）を設定する 



本製品の工場出荷時の設定は、 
右表のとおりです。 


項目 

出荷時設定 

ESSID 

corega 

アクセス制限 

なし 

チヤンネル 

Auto 

認証方式 

Open System 
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本製品を使わないときは… 


■本製品をバソコンから取り外す 


本製品をパソコンから取り外す場合は、以下の手順で取り外してください。正しい手順で取り外さないと 
パソコンが正常に動作しなくなることがあります。 


N 

0 •本製品を取り外す前に、ご使用のパソコンがネットワークに接続していないこと、また、他のパソコンから 
アクセスされていないことを5萑認してください。 

•以下の操作を行うと、実際に本製品を取り外さなくてもデバイスの使用を停止したとみなされ、本製品は使 
用できなくなります。再度使用するときは、一度本製品を取り外してから再び取り付けてください。 

V,_ J 


• CG-WLCB54GL の場合 

1画面左下のタスクトレイ（通知領域）上の$または、％をクリックし、 「 CG - WLCB 54 GL を 
安全に取り外します 」をクリックします。（ご使用の 0 S により、下線部の表示は、中止や停止す 
るという意味の内容になります。） 

2安全に取り外せる旨のメッセージが表示されたら、 rOKJ をクリックします。 

3パソコンのイジェクトボタンを押し、本製品を PC カードス□ットから取り外します。 

以上で取り外しの手順は終了です。 

再度使用する場合は、そのまま PC カードス□ットに取り付けると使用できます。 

• CG-WLPCI54GL の場合 

1起動中のソフトウェアを全て終了して、パソコンおよび周辺機器の電源を切ります。 

2パソコンの電源プラグをコンセントから抜きます。 

3パソコンの取扱説明書を参照し、本体カバーを取り外し、本製品を PCI バスス□ットから取り外 
してください。 

4パソコンの本体カバーを元通りに取り付けます。 

以上で取り外しの手順は終了です。 
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■ソフトウェアを削除するには 


本製品用のソフトウェアをパソコンから削除する方法を説明します。 

1「本製品をパソコンから取り外す」の手順を参照して、パソコンから本製品を取り外します。 

2 「スタート」ボタンー「プ□グラム」一 「co「egaWL54GL シリーズ」一「無線 LAN 設定ユーティリ 
ティーの削除」の順にクリックします。 

「ファイルの削除の確認」が表示されます。 

3 「〇 K」 をクリックします。 

ソフトウェアの削除が行われ、しばらくすると 「InstallShield Wizard の完了」が表示されます。 

4 「完了」をクリックします。 

これでソフトウェアの削除は終了です。 
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part2 


無線 LAN の設定をしよう 

1 



ットワークの設定をする 


無線 LAN でデータをやりとりしたり、インターネットに接続したりするには、ネットワークの設定が必要 
です。 


■インターネットに接続するとき 

本製品を接続したパソコンでインターネットに接続するには TCP/IP の設定が必要です。次の手順で設定 
を確認してください。 

• Windows XP の場合 


0 設定を変更するには「コンピュータの管理者」または同等の権限をもつユーザー名でログオンしてください。 


1「スタート」一「コント□ールパネル」をクリックします。 

2 「コント□ールパネル」にある「ネットワークとインターネット接続」をクリックします。 

「ネットワークとインターネット接続」が表示されていない場合は、画面左側の「カテゴリの表示 
に切り替える」をクリックしてください。 

3 「ネットワーク接続」アイコンをクリックします。 

4 「ワイヤレスネットワーク接続」を右クリックし、メニューから「プ□パティ」を選択します。 

5 「全般」タブで「インターネットプロトコル(TCP/IP)」が有効になっているか確認します。 

6 「インターネットプ□卜]ル(TCP/IP)」を選択し、「プ□パティ」ボタンをクリックします。 


—❶「インターネットプロトコル( TCP / IP )」を選択 

—❷「プ□パテイ」ボタンをクリックします。 


※画面は CG - WLCB 54 GL の場合です 


しワイヤレスネゥトワーク接袋 2 のブ□パティ f ?| fx | 
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7 「全般」タブを選択し、次のように設定します。 



① 


② 


① DHCP サーバー機能を持ったルーターなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「IP アド 
レスを自動的に取得する」を選択します。通常はこちらを選択します。 

② DHCP サーバー機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要がある場合は、 
「次の IP アドレスを使う」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してくだ 
さい。 

※お使いの環境によってはこの他ネットワークの設定をする必要があります。詳しくはネットワーク管 
理者にお問い合わせください。 

8 「0K」 ボタンをクリックします。 

9 「ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面で、 「0K」 ボタンをクリックします。 

10再起動を促すメッセージが表示された場合は、再起動します。 

メッセージが表示されなかった場合も、手動で再起動してください。 

インターネットに接続するにはルーターなどの設定も必要です。各機器のマニュアルを参照して、設 
定を行ってください。 


• Windows 2000の場合 


設定を変更するには 「 Administrator 」 または Administrators グループの ユーザー 名で□グオンしてくだ 
さぃ。 


1「スタート」一「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックします。 

2 「□一カルエリア接続」アイコンを右クリックし、メニューの「プ□パティ」をクリックします。 
※「□一カルエリア接続」の名称はご使用のパソコンの環境によって異なる場合があります。 

3 「インターネットプ□トコル （TCP/IP) が有効になっていることを確認します。 
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4 「インターネットプロトコル (TCP/IP) を選択し、「プ□パティ」ボタンをクリックします。 


❶「インターネットプロトコル( TCP / IP 」を選 
択します。 


❷「プロパティ」をクリックします。 


※画面は CG - WLCB 54 GL の場合です 

5次のように IP アドレスの設定をします。 



① 


② 


エリア接続のプロパティ 




全般 I 
掊続®方法： 


I ^ 


CG-WLCB54GL 


橘成 (0 


チ I ックマークがオンになっているコンポーネントがこの接続で•使用されています(②： 


0 璺 Microsoft ネットワ-ク 用 クライアント 
0 遵 Microsoft ネットワーク 用 ファイルとブリンタ共有 
01T AEGIS Protocol QEEE 802.1 x) v2.3.1.9 


う T fMgggiagiasii_.ifti.iai L 


インストール①... 


則除 ( u ) 


^□パティ ( B ) 


伝送制御 ：?□ 卜]ル/インタ'•ネットプロト]ル。相互接続されたさまざまな 
ネットワ-ク P 為の逦言を提供する、既定®ワイドエリアネットワ-クブロト] 
ルで•す。 


r 接続！^にタスクパ-にアイコンを表示する汹 


キゃンセル 


① DHCP サーバー機能を持ったルーターなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「IP アド 
レスを自動的に取得する」を選択します。通常はこちらを選択します。 

② DHCP サーバー機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要がある場合は、 

「次の IP アドレスを使う」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力し 
てください。 

※お使いの環境によってはこの他ネットワークの設定をする必要があります。詳しくはネットワー 
ク管理者にお問い合わせください。 

6 「0K」 ボタンをクリックします。 

7 「□一カルエリア接続のプ□パティ」画面の rOKJ ボタンをクリックします。 

8再起動を促すメッセージが表示された場合は再起動します。 


インターネットに接続するにはルーターなどの設定も必要です。各機器のマニュアルを参照して、設 
定を行ってください。 
























































• Windows Me/98SE の場合 


ここでは例として Windows Me を使用しています 。 Windows 98 SE をご使用の場合も手順は同様 
です。 


1「スタート」一「設定」一「コント□—ルパネル」をクリックします。 

2 「コント□ールパネル」にある「ネットワーク」アイコンをダブルクリックします。 

3 「ネットワークの設定」タブ内で「現在のネットワークコンポーネント」の欄に 「 TCP / IP -> CG - 
WLCB 54 GL 」 または 「 TCP/IP _> CG - WLPCI 54 GL 」 が表示されていることを確認します。 


4 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧から 「 TCP/IP _> CG - WLCB 54 GL 」 または 
「 TCP / IP —> CG - WLPCI 54 GL 」 を選択し、「プ□パティ」ボタンをクリックします。 



5 「 IP アドレス」タブで、次のように設定をします。 



① 


② 


① DHCP サーバー機能を持ったルーターなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「 IP アド 
レスを自動的に取得する」を選択します。通常はこちらを選択します。 
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② DHCP サーバー機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要がある場合は、 
「次の IP アドレスを使う」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してく 
ださい。 

※お使いの環境によってはこの他ネットワークの設定をする必要があります。詳しくはネットワー 
ク管理者にお問い合わせください。 

6 「0 K 」 ボタンをクリックします。 

7 「ネットワーク」画面の「〇 K 」 ボタンをクリックします。 


■バソコンとモデムを本製品に接続する 


使用するネットワーク環境に応じて、次のような設定を行ってください。設定方法について詳しくは、 
Windows のマニュアルやヘルプ、または市販のネットワーク解説書をご覧ください。企業などで利 
用する場合は、ネットワーク管理者に設定内容を確認してください。 


•必要なサービスやプ□トコルを追加、有効にする 
-「コンピュータ」名と「ワークグループ」名を設定する。 

• フオルダやプリンターの共有設定をする 

これで無線 LAN を使って他のパソコンとファイルのやりとりをしたり、インターネットへ接続したり 
できるようになります。 
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則除® 



移劻⑽ 


Auto(U) 


優先するアクセスボイント取 

以下の優先川啦で、アクセスボイント I こ接続を試みます 


追加(旦） 


設定ファイルの音理ぬ)： 

使用する設定ファイルを逞択し、適用を押 
してください 

| 追加砂 J 

名前変更吵| 


mm) J 


ESSID 」 MAC(BSSID) I ■信号強度I ■セキュリティー CH I■周波数1_802.... I. 

「い卿 XX:XX:XX:XX:XX:XX 屏 1 權 無効 6 2.437 Ghz g 


設定|状態丨オブシ3ン I パージョ M 畜報 I 

AP 検索⑤： ,_, 

検索したアクセスボイントへ搭続するための設定ファイル乞接続ボタンで作成します I 再梭索 ( B ) 1 — 接続 ◎ 」 


画面右下のをダブルクリックし、本製品のユーティリティーを起動します。 


通信可能な ESSID (ネットワーク）が表示されます。 


① 


② 


入力が完了したら「適用」を 


0K キャンセル|「 通用⑻ 


クリックします。 

① 接続したい ESSID (ネットワーク）をダブルクリックします。 

② 新規で 「 Ad - Hoc モード」を利用したネットワークを構築する場合は「追加」ボタンをクリツ 
クします。 


2 「優先されるアクセスポイント」の欄に表示された ESSID を選択し、「プ□パティ」ボタンをク 
リックします。 



❶接続したいネットワークの ESSID を入力します。 


❷ 「 Ad - Hoc モード（アクセスポイントを使用し 
ない)」にチェックをつける。 


❸「〇 K 」 ボタンをクリックする。 


3手順1の画面右下の「適用」ボタンをクリックして設定を反映させます。 


これで 「 Ad - Hoc モード」の設定は完了しました。セキュリティーの設定を行う場合は「セキュリティー 
設定をしよう」 （ P .16) をご覧ください。 


ブロパテイ 


レガ無線 LAN ユー 


三ード」で使うときは… 


fAd - Hoc 1 


UIM^J 
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無線 LAN のセキュリティーについて 


無線 LAN ではデータの通信に電波を利用しているため、電波が届く範囲であれば、通信内容を傍受された 
り、不正侵入される恐れがあります。本製品では、これらの対策として次のようなセキュリティー機能を 
搭載しています。 


■本製品で設定できるセキュリティー機能 


• ESSID(Extended Service Set IDentifier) 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。 SSID と呼ばれることもあります。同じ ESSID を持 
つ無線 LAN 機器同士でしか通信できないため、独自の ESSID を設定することにより、外部から不正 
侵入される危険が減少します。設定方法については、この PART の 「 ESSID を設定する」 ( P .16) を 
ご覧ください。 


• WEP(Wired Equivalent Privacy) 

通信内容を暗号化し、通信内容の傍受を防ぐセキュリティー機能です。仮に通信データを傍受された 
場合でも、通信内容の復元を容易に行うことができなくなります。 64 Bit 、128 Bit の2種類から任 
意で暗号キーを作成します。設定方法については、この PART の 「 WEP を設定する」 ( P .17) をご覧 
ください。 


• WPA (Wi-Fi Protected Access) 

通信内容を設定した暗号キーを使って暗号化するセキュリティー機能の一つです。暗号キーは一定時 
間ごとに変わる TKIP を採用しており、 WEP よりも解読されにくくなります。家庭でご利用できる 
「 WPA-PSK ( Personal )」 と企業内でご利用できる 「 WPA-EAP ( Enterprise )」 の2種類の 
設定ができます。設定方法については、この PART の 「 WPA を設定する」 ( P .18) をご覧ください。 

• 802. lx 認証 

無線ネットワークを確立する際に、認証サービスを受けるセキュリティー設定です。正しい認証キー 
でアクセスすると認証サーバーが正規のユーザーであることを承認し、通信が可能になります。企業 
内のネットワークで利用されます。設定方法については、この PART の「認証設定をする」 ( P .19) を 
ご覧ください。 


セキュリティー設定は、通信相手機器に合わせて同じ内容の設定を行ってください。 
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セキュリティー設定をしよう 


ダブルクリックをします。 


_追加⑻」 

筘変更 (fj) I 

||_ I 

mm(s) J 


1接続したい ESSID (ネットワーク）をタフルクリックします。 



設定|状態丨ォブション|パ-ジョソ_ 



優先するアクせスポイント〇): 

以下の優先順位で、アク12スボイントに格続を試みます 追加 (B) 



—25__ I - キゃンセル 」 l 適用(が- 入力 乃、 完了したら「適用」を 

クリックします。 

2 「プ□パティ」画面が表示されますので、新しく設定する ESSID の値を入力し、 rOKJ ボタンを 
クリックします。 



❶新しく設定したい ESSID を入力します。 


❷ 「 OK 」 ボタンをクリックします。 


3手順1の「設定」画面に戻り、右下の「適用」ボタンをクリックして設定を反映させます。 


■ ESSID を設定する 

画面右下の！ - をダブルクリックし、本製品のユーティリティーを起動します。 

通信可能な ESSID (ネットワーク）を自動的に表示します。 

frm アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合は ESSID が 
空欄で表示されます。 


則除 

(£) 

1 

プロバう 

r-f(P) I 

移動) 

(M) 

1 

Auto 

(U) 

1 


超 fidJ^ 
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■ WEP を設定する 


1画面右下の f をダブルクリックし、本製品のユーティリティーを起動します。 

2 「設定」画面 ( P .16) が表示され、通信可能な ESSID (ネットワーク）が自動的に表示されます。 


Wlk アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合は ESSID が 
空欄で表示されます。 


3言 S 定したいネットワークをダブ J レクリックします。 

4 「プ□パティ」画面が表示されますので、 WEP の設定をします。 



① 

② 

③ 

④ 


入力が完了したら「〇 K 」 をクリックします。 


① 「Shared Key 」 を選択します 0 

② 「64 Bit 」 ri 28 BitJ の中から選択します。 

③ 16進数の任意の暗号キーを直接入力します。 

•64 Bit :16進数（〇〜9、 a 〜 f ) 半角1〇桁 
•128 Bit :16進数（〇〜9、 a 〜 f ) 半角26桁 

④ 使いたい暗号キーを Key 1〜4の中から選択します。 

4 rOKJ をクリックします。 

5 「設定」画面に戻り、右下の「適用」ボタンをクリックして設定を反映します。 
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入力が完了したら roKj をクリックします。 

認証方式で 「WPA — PSK (パーソナル)」を選択します 
暗号方式で 「 TKIP 」 または 「 AES 」 を選択します 
「認証設定」ボタンをクリックします 

※ RADIUS サーバーを持たない小規模なネットワーク構築の場合は任意の共有キーを入力 
して設定します。 



❶初回アクセス時の暗号キーを入力します。 

※8文字〜63文字の任意の暗号キーを入力し 
てください。 

-以下の半角英数記号も使用できます¬ 
じ# $ % & ， ()* + ,-./:;< = >? 
@ f ¥} A _{；} 


❷入力が完了したら「〇 K 」 をクリックします。 


「設定」画面に戻り、右下の「適用」ボタンをクリックして設定を反映させます。 


5 roKj をクリックします。 

6 「設定」画面に戻り、右下の「適用」ボタンをクリックして設定を反映させます。 


③ 


① 

② 


■ WPA を設定する 
•家で使う場合 

1画面右下の f をダブルクリックし、本製品のユーテイリテイーを起動します。 

2 「設定」画面 ( P .16) が表示され、通信可能な ESSID (ネットワーク）が自動的に表示されます。 

アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合は ESSID が 
表/〒、されません。 

3設定したい ESSID の値をダブルクリックします。 

4 「プ□パティ」画面が表示されますので、次のように設定をします。 


ESSID (無線ネットワーク名)妙 [corega 

セキュリティー設定 

以下の無線 ISEB 音号方式を使用します 


顳 I 方式 ( U ): 


IWPA-PSKM -リナル） 

zlr 

B 音号方式迫)： 


[tkip 

~^T 

WEP 暗号強度(ひ 

|64 Bit -16 道数 (0-9/a-f)10 衍 

J 


I 


キー 
キ-る 
キー 
キー 

デフオルトキー ( k ): [ F " 

r 802；! x を有効にする凶 


r 




•調1 設定(1厂 


r Ad-Hoc モード(列セスポイントを使用しない)⑻ 
IP &ブ□キシ設定 (P I 


0K(0) 


キゃンセルぬ） 


ブロパテイ 


①②③ 
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•企業で使う場合 


入力が完了したら「〇 K 」 をクリックします。 


認証方式で 「WPA —EAP (エンタープライズ)」を選択します 
暗号方式で 「 TKIP 」 または 「 AES 」 を選択します 

認証設定をしたい場合は「認証設定」ボタンをクリックします（詳しくは 「 RADIUS サー 
バーを使う場合」 ( P .20) をご覧ください） 


5 rOKJ をクリックします。 

6 「設定」画面に戻り、右下の「適用」ボタンをクリックして設定を反映させます。 


1画面右下の Y をダブルクリックし、本製品のユーティリティーを起動します。 

2 「設定」画面 （ P .16) が表示され、通信可能な ESSID (ネットワーク）を自動的に表示します。 

アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合は ESSID が 
表示されません。 


3設定したい ESSID の値をダブルクリックします。 

4 「プ□パティ」画面が表示されますので、次のように設定をします。 



③ 


①②③ 
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• RADIUS サーバーを使う場合 

RADIUS サーバーを持つ大規模なネットワークではお使いのネットワークに合わせた設定が必要です。 
ご使用の環境によって設定が異なりますので、個々のサービスの担当者にお問い合わせください。 


/ N 

ユーザー証明書はあらかじめダウン□ー ドするなど、入手しておく必要があります。 

V_ J 



ここでは 「 EAP - TLS 」 の設定をする場合の説明をします。 



❶ 「 EAP - TLS 」 を選択します。 

❷「ユーザー証明」に認証サーバーの認証キーを 
入力し、「サーバーの証明書の有効化」に 
チェックマークをつけます。 


❸「ユーザー名」を入力します。 


❹入力が完了したら「〇 K 」 をクリックします。 


「設定」画面に戻り、右下の「適用」ボタンをクリックして設定を反映させます。 



弊社では Windows 2000 Server インターネット認証サービス ( IAS ) で動作を確認しております。 
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_ 本製品で設定できる WEP および WPA 設定は以下のとおりです。 

• WEP- • - 1 nf rastructure/Ad-Hoc 共通 


認証方式 

暗号方式 

WEP 暗号強度 

Open System 

無効 

— 

WEP 

64 Bit -16 進数（〇〜 9/ a 〜 f ) 1〇桁 
128 Bit - 16進数（〇〜 9/ a 〜 f ) 26桁 

Shared Key 

WEP 

64巳 it — 16進数（◦〜 9/ a 〜 f ) 1〇桁 
128 Bit - 16進数（〇〜 9/ a 〜 f ) 26桁 


※〇 pen System •••アクセスポイントに認証キーを通信させないで接続します。 
※ Shared Key ……アクセスポイントに認証キーを通信させて接続します。 

• WPA- • - Infrastructure の場合 


認証方式 

暗号方式 

認証設定 

WPA - EAP 

TKIP 

EAP - TLS 

(エンタープライズ） 


LEAP 

EAP - TTLS 

PEAP 


AES 

EAP - TLS 

LEAP 

EAP - TTLS 

PEAP 

WPA-PSK (パーソナル） 

TKIP 

共有キー 


AES 

共有キー 


• WPA." Ad-Hoc の場合 


認証方式 

暗号方式 

認証設定 

WPA - None 

TKIP 

共有 キー 

AES 

共有 キー 
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part3 


ユーテイリテイーの画面について 



「設定」画面 


画面右下のタスクトレイ（通知領域）にある' if をダブルクリックしてユーティリティーを起動してく 
ださい。 



「設定」タブをクリックします 


② 


③ 


「設定」タブをクリッ 
クします。 


① 


■⑤ 


■⑥ 


■⑦ 


④ 


■⑧ 


■⑨ 


■⑩ 


項目名 

説明 

① AP 検索 

利用可能な無線ネットワークのリストが表示されます。 

②再検索 

クリックすると利用可能な無線ネットワークの検索を開始しま 
す。 

③接続 

①に表示される無線ネットワークを選択し、クリックすると 
ネットワークにアクセスを始めます。セキュリティー設定がさ 
れている場合は、同じ設定をしておく必要があります。 

④設定ファイルの管理 

個々の無線の設定した内容を設定ファイルに保存することがで 
きます。保存できるファイルの数はお使いのパソコンによって 
違います。 

⑤優先するアクセス 
ポイント 

「 AP 検索」で表示された無線ネットワークをクリックすると表 
示され、優先的に接続できるようにします。 

最大で10◦件の表示をすることができます。 

⑥追加 

無線のネットワークを新たに設定する場合クリックします。 

⑦削除 

「優先するアクセスポイント」で表示された無線ネットワーク 
を削除します。 

⑧プ□パティ 

「優先するアクセスポイント」で選択した無線ネットワークの 
セキュリティー設定をすることができます。 （ P .16) 

⑨移動 

無線ネットワークを優先したい順に並べ変えたい時にクリック 
します。 

⑩ Auto 

無線ネットワークを自動的に近いものから順に並べ変えます。 
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本製品は「優先するアクセスポイント」に表示された ESSID (ネットワーク）の設定に対して、 
「 IP アドレス」「プロキシ」の設定を行うことができます 。 （Windows XP /2000 のみ） 



「 IP & プロキシ設定」ポタンを 
クリックします 


■「 IP 設定」画面 

「 IP 設定」タブをクリックします。 

IP アドレスと DNS サーノ（一の設定を入力してください。 



「 IP 設定」タブをクリックします 


ご使用の環境に合わせて入力してく 
ださい。 


入力が完了したら roKj をクリツ 
クします 
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■ 「プロキシ設定」画面 

「プロキシ設定」タブをクリックします。 

プ□キシサーバーの設定を入力してください。 


參 



「プロキシ設定」タブをクリック 
します。 


お使いの環境に合わせてプ□キ 
シの設定を入力してください。 


入力が完了したら 「0 K 」 をクリツ 
クします。 
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I ■状態」画面 


画面右下のタスクトレイ（通知領域）にある f をダブルクリックしてユーティリティーを起動してく 
ださい。 

「状態」タブをクリックします。 


⑫ 


設定[状態 ] オブシヨンIパージヨン情報1 

掊梡状態： 

接続状態： 

ESSID： 

BSSID： 

掊続モード： 

802.11モ-ド： 

チヤンネル： 

暗号化： 

送信帯域： 

■SII 状態： 

信号強度： 


招続;'有 ■ 
corega ■ 

xx ： xx ： xx ： xx：xxox - 

Infrastructure ■ 
802.11 g-2.4GHz ■ 
6 - 
無幼 - 
54.0 Mbps - 
格続;'有 ■ 


「ハードウェア情報 
- MAC アドレス： 


その他の状態 

xx ： xx ： xx ： xm：xx 電波状態： 


キャンセル J 


「状態」タブをクリック 
します。 


① 


■③ 

■⑤ 

¥ 

■⑩ 


■② 

■④ 

-⑥ 

■⑧ 


.⑪ 


項目名 

説明 

①接続状態 

本製品の接続状態を表示します。 

② ESSID 

現在設定されている ESSID を表示します。 

※工場出荷時の設定は 「 corega 」 です。 

③巳 SSID 

接続相手機器の MAC アドレスを表示します。 

④接続モード 

設定されている接続モードを表示します。 

©802.1 1モード 

現在接続されている通信規格を表示します。 

⑥チヤンネル 

現在使用しているチャンネルを表示します。 

⑦暗号化 

現在設定されているセキュリティー設定を表示します。 

⑧送信帯域 

現在送信している送信帯域を表示します。 

⑨認証状態 

通信相手機器との接続状態を表示します。 

⑱信号強度 

通信相手機器との信号の強度を％で表示します。 

⑪電波状態 

本製品が通信可能の状態であるかを表示します。 

⑫ MAC アドレス 

本製品の MAC アドレスが表示されます。 
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「オプション」画面 


画面右下のタスクトレイ（通知領域）にある f をダブルクリックしてユーティリティーを起動してく 
ださい。 


「オプション」タブをクリックします。 



「オプション」タブを 
クリックします。 


④ 

■⑤ 

■⑥ 

■⑦ 

■⑧ 


①. 


②. 


③一 


項目名 

説明 

①一般設定 

チェックをつけると各機能が動作します。 

②優先ではない ESSID (ネット 
ワーク）に自動的に接続 

チェックをつけると「設定」画面 （ P .22) で検索された ESS 
(ネットワーク）を優先順位をつけることなく接続します。 

③使用する通信モード 

「設定」画面での ESSID (ネットワーク）を検索するモードを設 
定することができます。 

④電波を止める 

ネットワークの接続を中断したい時にチェックを入れます。 

⑤プラグメントしきい値 

有線 LAN から受信したバケットを無線 LAN 側に転送する際に 
分割するときのしきい値を設定します。ここで設定した値を超え 
るバケットが分割されます。 

※バケット長は、偶数で指定してください。 

※工場出荷時は「2346」に設定されています。通常は変更する必 
要はありません。 

⑥ RTS しきい値 

有線 LAN から受信したノ V ° ケットを無線 LAN 側に転送する際に 
RTS (送信要求）バケットが送信されるしきい値を設定します。 
ここで設定した値を超えるバケットを送信する場合に RTS (送 
信要求）パケットが送られます。 

※工場出荷時は「2347」に設定されています。通常は変更する 
必要はありません。 

⑦ Ad - Hoc のチヤンネル 

Ad - Hoc 時の使用するチヤンネルを設定することができます。 

1〜14チヤンネルのいずれかから選択してください。 

(周波数帯域で「802.1 la — 5 GHz 」 を選択した場合は 
「 Auto 」 のみになり、選択することはできません。） 

※工場出荷時の設定は 「 Auto 」 です。 

⑧省電カモード 

消費電力を抑えるよう設定できます。 

「無効」「最大」「速度優先」のいずれかから選択できます。 

※工場出荷時の設定は「無効」です。 

※通常は設定を変更する必要はありません。 
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「バージョン情報」画面 


画面右下のタスクトレイ（通知領域）にある I ;をダブルクリックしてユーティリティーを起動してく 
ださい。 

本製品のソフトウェアの現在のバージョンが表示されます。 



「バージョン情報」タブをク 
リックします。 
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用語集 


I 


A 


I 


• AES (Advanced Encryption Standard) 

米国商務省が暗号化標準技術として承認した暗号規格。 TKIP より強固な暗号化を施すことが可能 
です。 


• EAP(Extensible Authentication Protocol) 

ユーザー 認証の際に使用する プロ トコルです。 EAP - MD 5 (EAP Message Digest Algorithm 
5)、 EAP - TLS(EAP Transport Layer Secure )、 EAP - TTLS(EAP Tumeled - TLS ) などがあ 
ります。 


• IEEE 802.1 lb 

無線通信規格の一つで、 11 Mbps の規格を持ちます。現在多くの製品に導入され普及しています。 

• IEEE 802.1 lg 

無線通信規格の一つで、 54 Mbps の高速通信に対応しています。従来の IEEE 802.1 lb と互換を 
持ちます。 


• LEAP(Lightweight Extensible Authentication Protocol) 

Cisco Systems 社独自の認証規格です。 

• PEAP(Protected EAP) 

任意で設定された ID とパスワードで認証します。 Microsoft 社の PEAP - EAP - MSCHAPV 2 や 
PEAP - EAP - TLS があります。 

• TKIP(Temporal Key Integrity Protocol) 

一定時間ごとに暗号キーを変更する暗号化プロトコルです。 


• RADIUS(Remote Authentication Dial-in User Services) 

アクセスポイントと認証サーバーの間で認証情報をやりとりする際に使用するプロトコル（言語) 
です。認証サーバーを RADIUS サーバーと呼ぶこともあります。 

• WEP(Wired Equivalent Privacy) 

ワイヤレスネットワークの標準を策定する業界団体 「 Wi-Fi Alliance 」 が提唱する暗号化規格です。 
無線通信のセキュリティー設定の一つで、通信内容を暗号化し、通信の解読を防ぎます。 
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• WPA(Wi-Fi Protected Access) 

ワイヤレスネットワークの標準を策定する業界団体 「 Wi-Fi Alliance 」 が提唱する暗号化規格です。 
無線のセキュリティー設定の一つで、暗号化プロトコル （ TKIP ) を使って通信内容を暗号化し、一 
定時間ごとに暗号を更新します。そのため WEP よりも解読がされにくくなります。企業内向きの 
WPA - EAP ( Enterprise ) と一般家庭向きの WPA - PSK ( Parsonal ) の二種類があります。 


• WPA-EAP(WPA-Enterprise) 

企業などの大規模なネットワークに適した WPA 規格です。 RADIUS サーバーに認証キーのやりと 
りをする 802. 1 x 認証を使用し、セキュリティーを強化します。 

• WPA-PSK(WPA-Pre-Shared Key) 

一般家庭向きの WPA 規格です。ユーザーが任意で設定した認証キーに基づいて通信内容を暗号化 
し、 TKIP を使用し、通信データの暗号化を一定時間ごとに更新します。 


• 802. lx 認証 

RADIUS サーバーとアクセスポイントの間で接続した場合のユーザーを認証する機能です。 RA ¬ 
DIUS サーバーに登録された正しい認証キーでアクセスしたユーザーのみアクセスの認証を行いま 
す0 



•認証 サーバー 

企業などの□一カル環境でユーザー認証をコント□ールするサーバーのことです。 RADIUS サー 
バーとも呼ばれます。 
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おことわり 


-本書は、株式会社コレガが作成したもので、全ての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で 
本書の一部または全部をコピーすることを禁じます。 

-予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。 

-改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。 

-本製品の仕様またはそのご使用により発生した損害については、いかなる責任も負いかねますの 
でご了承ください。 


©2004株式会社コレガ 

corega は、株式会社コレガの登録商標です。 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
その他、この文書に掲載しているソフトウェアおよび周辺機器の名称は各メーカーの商標または登 
録商標です。 


2004年4月 Rev.A 初版 
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